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1．背景と研究目的 

 (Mo2/3Ho1/3)2AlC は、MAX 相[1]に希土類元素 RE を加えた新たな系である (Mo2/3RE1/3)2AlC の組成で

表される i-MAX 相の一種であり、TN = 7.8 K で反強磁性を示すことから原子層系磁性体の母物質として

注目されている[2]。そこで本研究では、i-MAX 相化合物 (Mo2/3Ho1/3)2AlC における電子状態および磁性

発現メカニズムを明らかにすることを目的とする。2020L4003 および 2020L5003 期に、この系における

Ho 4f 状態が 4 ~ 12 eV で局在した多重項構造を形成し、伝導物性にほとんど寄与しないこと、および面

間のバンド分散は全体的に DFT+U バンド計算により良く再現されることが見いだされたことを受け、

2020L6003 期はフェルミ準位近傍における詳細な電子状態を得ることを目的として面内 ARPES 測定を

行った。 

 

2．実験内容 

面内 ARPES 測定は、2020L5003 期に得たインナーポテンシャル V0 = 19 eV から、単斜晶ブリルアン

ゾーン (BZ) におけるXY およびFZ ラインを含む面 (図１(d)) の走査に対応する、励起エネルギー hv 

=150 eV を用いて行った。測定時の試料温度は T = 30 K に設定した。清浄試料表面は、(Mo2/3Ho1/3)2AlC

単結晶を(001)面について劈開することで得た。 

 

3．結果および考察 

図１(a)に (Mo2/3Ho1/3)2AlCの結合エネルギー750 meV近傍における kx - ky面内等エネルギー面ARPES

強度イメージを示す。Γ点近傍においてΓM 方向に伸びた車輪状の状態が特徴的に現れていることがわ

かる。得られた電子状態の周期性について詳しく調べるために、ΓM (kx= 0 Å-1) および ΓKM (ky= 0 Å-1) 

方向におけるフェルミ準位近傍のバンド構造を図１(b)および(c)にそれぞれ示す。得られたバンド構造と

FZ およびXY ラインにおける DFT+U バンド計算 (U = 3 eV) の比較から、面内において観測された

バンド分散は、面間Z ラインと同様

に、その分散幅、エネルギー位置およ

び周期性が定性的にバンド計算によ

りよく再現されることを見出した。今

後、この系における磁性発現メカニズ

ムに対する知見を得るために、さらな

る高分解能測定によりフェルミ面を

形成するフェルミ準位直下の複雑な

バンド構造を明らかにしていくこと

が必要であると考えている。 
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Fig.1 (a) (Mo2/3Ho1/3)2AlC の結合エネルギーEB = 750 meV における
kx−ky面内等エネルギー面ARPES強度イメージ。(b,c) M (b) お
よびΓKM(c)ライン上のバンド構造。灰実線は U = 3 eV を用い
て得られたFZ およびXY ラインにおける DFT+U バンド計
算の結果。(d) 単斜晶ブリルアンゾーンおよび表面射影 BZ (青
線)。面内 ARPES 測定ラインを赤線で示してある。 


